
阪南市埋蔵文化財報告 41

阪南市埋蔵文化財発掘調査概要

2007年

阪南市教育委員会



は し が き ,

阪南市教育委員会では、文化財保護施策の一環として、各種開発行為や土木工事に先立

って、埋蔵文化財の発掘調査を実施しています。

本書は、これらの調査のうち、住宅地の開発行為などの事前に行つた確認調査を中心に

その報告を掲載しています。

このうち、尾崎清水遺跡では、1確認調査により中世期などの遺構が確認されたため、周

知の埋蔵文化財包蔵地の範囲も拡大され、土木工事によつて破壊される部分の調査を行う

ことが必要。と判断され、範囲が拡張されて,調査が実施されました。

今後も、このような調査を引き続き実施し、文化財保護行政の充実を図つていきたいと

考えています。

調査に際し、土地所有者や開発者などの方々のご協力を賜り、感謝をいたしますととも

に、今後も本市の教育、文化財行政にご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。

2007年 3月

阪南市教育委員会

教育長 川 村 一 良「

（

ヽ
●ノ
ー
●́
‐
、

第 1図 阪南市位置図



例

1.本書は阪南市教育委員会生涯学習推進課が一部、平成18年度国庫補助事業として計画

実施した阪南市埋蔵文化財発掘調査概要である。

2.調査は生涯学習推進課主幹三好義三、田中早苗、上野
'仁

及び横澤 慈を担当として

実施した。

3.本書内に示した標高はTo P。 である。

4.調査にあたっては土地所有者など、関係者各位の理解と協力を得た。ここに記して感

謝の意を表したい。                      1
5。 本書の執筆、編集は上記の調査担当者が行った。・また、発掘調査、整理作業には以下

の従事者があたった。

6.本調査における記録は実測図、写真、カラースライ ドなどに保存されている。当教

育委員会にて保管しているので、広く活用されたい。

(調査従事者)                            ●

和田旬世、井上祥子、井上 進、島田万帆

口
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第 1章 調査の成果

第 1節 尾崎清水遺跡

(1)06-2区  (第 3～ 6図 )

a。 調査の概要

調査区は尾崎清水遺跡の北端部に位置す

る。本遺跡における既往の調査では古墳時

代の住居跡などが確認されている。また、

本調査区の近接地からは、石鏃をはじめ中

世期以前の遺物が出土している。

確認調査は開発地内の道路予定部分に、

_3ヶ 所の トレンチを設定して実施した。

盛土以下の基本層序は第 2層耕作土、第

3層暗茶色上、第4層淡黄灰白色土、第 5

層黄色粘上の地山である。遺物は第 3層か

ら瓦器、土師質土器などが、第 4層 からは

須恵器、製塩土器などが出土した。 1はサ

ヌカイ ト製石鏃で、弥生時代のものと思わ

れる。 2～ 5はいずれも製塩土器で奈良時

代のものと思われる。 6は瓦器椀の底部。

7は土師質の小皿。 2は第 3層から、それ

以外は第 4層 から出土した。

遺構は2ヶ 所の トレンチから土坑を 1基、

ピットを3基検出した。

b。 遺構

一土坑一

3ド レンチの地山面で検出した。東西

0.61m以上、南北0.25m以上、‐深さ0。 18m

を測り、埋土は暗灰黄色土である。遺物は

出土しなかつた。

一ピット1-
2ト レンチの地山面で検出した。

第 3図 尾崎清水遺跡調査区位置図

6                      7

0                        1 0om

尾崎清水遺跡06=2区 出土遺物

硯繋硯

60  2cm

- 第 6図
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第 4図 尾崎清水遺跡06-2区 トレンチ位置図

しなかつた。



一ピット2-
3ト レンチの地山面で検出した。

｀
東西0.37m、 南北0.45m、 深さ0。 18mを測る。埋土は

暗灰黄色土で、遺物は出上しなかった。

一ピット3-
3ト レンチの地山面で検出した。東西0.45m、 南北0.30m以上、深さ0.12mを測る。埋

土は暗灰黄色上で、遺物は出土しなかった。

以上のように遺構、遺物が確認されたため、届出者と協議のうえ、開発地内の道路予定

部分全体の調査を実施した。                  …

2ト レンチ平面図・断面図

地山面

3ト レンチ平面図 。断面図

第 5図 尾崎清水遺跡06-2区 トレンチ平面図・断面図

-2- :

1盛土

2耕作土
3暗茶色土
4淡黄灰白色土
5地 山 :黄色粘土
6淡灰橙色土
7暗灰褐色土
8暗灰黄色土
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第 2節 黒 田南遺跡

(1)06-1区  (第 7～ 10図 )

a。 調査の概要

調査区は、黒田南遺跡の中央部に

位置する。本遺跡における既往の調

査では弥生時代～中世期の遺物など

が出土 している。  、

調査は調査区内に5.Om× 2.Omの

トレンチを設定 して実施 したが、涌

水のため トレンチ低部のサブ トレン

チを掘削 したため、上記より些少な

トレンチとなつた。

盛土以下の基本層序は、第 2層黄

灰色土、第 3層黄色粘土の地山であ

る。第 2層から土師質土器、瓦器な

どが出土 した。

遺構は溝を 2条検出した。

b。 遺構

一溝 1-

トレンチ北端部で検出した。埋土

は暗茶灰色土で東西方向に延びる。

検出面での長 さは1.35m以上、幅

0。 25m以上、0。 12mを測る。遺物は

出土しなかつた。

一溝 2、一

トレンチ中央部で検出 した。溝 1

とほぼ並行 している。 トレンチ全体

の掘削段階で、若干深 く掘 りす ぎた

ため、面的には捉 えられなかつたが、

断面から溝 1に先行することが確認

できた。埋土は上層が暗灰色土、下

層は灰褐色土である。検出面での長

さ3.70m以上、幅1.20m以上、深さ

0。 22mを測る。遺物は石鏃、瓦器、

土師質蛸壺などが出土した。中世期
0  1

0                         5cm

第10図 黒田南遺跡06-1区 出土遺物

-3- ′

第 7図 黒田南遺跡調査区位置図

10m

第 8図 黒田南遺跡06-1区 トレンチ位置図
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の遺構と想定される。

1はサヌカイ ト製の石鏃。

であった。

弥生時代のものと思われる。図化 し得たのは、この 1点のみ

1盛土

2黄灰色土 ‐

3地 山 :黄色粘土
4溝 1:暗茶灰色土
5溝 2:暗灰色土
6溝 2:灰褐色土

14.00m

0              1m

第 9図 黒田南遺跡06-1区 トレンチ平面図・断面図

-4-



第 3節 神光寺 (蓮池)遺跡

(1)06-10区 (第 11～ 14図 )

a.調査の概要

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東部

に位置する。

調査区内に2.Om× 1。 Omの 1ト レン

チ、3.Om× 1。 Omの 2ト レンチ、1:5

m× 0.9mの 3ト レンチ、1.9m× 0。 8

mの 4ト レンチを設定し調査を行った。

基本層序は第 1層耕作土、第 2層淡

灰橙色土、第 3層灰黄色土、
'第

4層マ

ンガン混じりの灰色土、第 5層淡黄灰

白色土、第 6層暗黄茶色土、第 7層暗

灰黄色粘質上の地山である。 トレンチ

によつては第 7層の下に暗黄黒灰色礫

混土の地山が存在する。

遺物は第 2層 から瓦器、土師質土器、

磁器、近世瓦、第 3層から瓦器、土師

質土器、第 4層から瓦器、土師質土器、

スサ入り焼土塊、第 5層 から瓦器、土

師質土器が出土した。 1は瓦器の小皿、

2は磁器碗で第 2層 から、 3は瓦器椀

で第 3層から、4は土師質の小皿で第

5層から出土した。 
｀

遺構は隣接する調査区で多数の鋤溝

を確認しているが、今回の調査では4

トレンチで鋤溝を 1条確認した。

b。 遺構

―鋤溝一

4ト レンチの第4層上面で検出した

東西方向の溝。長さ1.65m以上 幅0。 30

m、 深さ0。 04mを測る。埋土は第 3層

と同じである。遺物は瓦器、土師質土

器が出上した。 5は瓦器の椀、6は土

師質土器でいわゆる自土器の皿である。

耕作土

淡灰橙色土

灰黄色土   せ
灰色土 (マ ンガン混)

淡黄灰白色土  ・

暗黄茶色土

地山 :暗灰黄色粘質土

第13図 神光寺(蓮池)遺跡06-10区 トレンチ平面図・断面図

5-

4ト レンチ平面図・断面図

第 4層上面

0              1m
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第11図 神光寺 (蓮池)遺跡調査区位置図
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第12図 神光寺 (蓮池)遺跡06-10区 トレンチ位置図

1ト レンチ北側断面図



以上のように遺構、遺物が確認され

たため、届出者と協議のうえ、開発地

内の道路予定部分全体の調査を実施し

た。

12

3

第14図 神光寺 (蓮池)遺跡06-10区 出土遺物

-6-



1ト レンチ平面図・断面図

第 4節 自然田遺跡

(1)06-1区 (第 15～ 17図 )

a。 調査の概要
・

調査区は自然田遺跡の西部に位置する。

自然田遺跡内で宅地造成が計画され、そ

れに伴い、当該地において下水道の設置工

事が計画されたため、4ヶ 所のトレンチを

設定して確認調査を実施した。

調査区の基本層序は第 1層耕作土、第 2

層淡黄灰色砂質土、第 3層黄灰茶色土、第

4層明茶黄色粘質土と第 5層淡灰黄茶色礫

混土は地山である。 304ト レンチでは、

第 1層の下は淡灰黄茶色礫混上の地山であ

る。地山の上下関係は、後述の立会調査で

確認している。遺物は1ト レンチ第 1層か

ら陶器、磁器、第 2層からサヌカイ ト、須

7

ヽ
、__´_____三l´ ~́´

丁
″

Tヽここ」

第 2層上面

3ト レンチ平面図・断面図
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面第15図 自然田遺跡調査区位置図
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|

1ト レンチ

0          10m

―

第 2層上面

第16図  自然田遺跡06-1区 トレンチ位置図
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恵器、磁器、近世瓦、 2'ト レンチの第 2

層からはサヌカイ ト、須恵器、陶器、近

世瓦、第 3層から須恵器が出土しだが、

3・ 4ト レンチでは出土しなかった。

・遺構は 1～ 3ト レンチで、溝を各 1条

確認した。

b。 遺構

―溝 1-
1ト レンチの第 2層上面で検出した東

西方向の溝である。長さ1.45m以上、幅

0。 40m以上、深さ0。 16mを測る。埋土は

上層が灰色粘質土で、下層は淡灰橙色土

である。遺物は上層から須恵器、土師質

土器、磁器、瓦が出土した。_近世期の遺

構である。

―溝 2-
2ト レンチの第 2層上面で検出した東

西方向の溝。長さ1.45m以上、幅0.25m

以上、深さ0。 08mを測る。埋土は淡灰橙

色土で、遺物は陶器、磁器が出土した。 :][言裳曇曹土  ｀`_1_」

第19図  自然田遺跡06-2区

0              1m

6ト レンチ東側断面図

5ト ィンチ〈〉

4ト レンチ

第18図 自然田遺跡06-2区 トレンチ位置図

第20図  自然田遺跡06-4区 トレンチ位置図

-8-



近世期の遺構と判断できる。

―溝 3-
3ト レンチの地山面で検出した。長さ

1.55m以上、幅0。 28m以上、深さ0。 22mで、

埋土は淡灰橙色土。遺物は出土しなかったぎ

確認調査の結果、前述の遺構、遺物を確

認したが、遺構は近世期以降のものであり、

かつ事業に伴う、掘削幅が狭いため、102
トレンチ周辺のみについて立会調査に切り

替えて対応した。

(2)06-2区 (第 15018019図 )

a。 調査の概要

調査区は自然田遺跡の西部、菟砥り||の東

側に位置する。調査区内に2。 Om× 1.5m前

後の トレンチを6ヶ 所設定し、調査を行つ

た。

基本層序は第 1層耕作土、第 2層明橙色

粘質土、第 3層褐灰色土、第4層淡黄色土

の地山である。遺構は検出されず、遺物は

第 2層から須恵器、土師質土器、瓦器が合

計 5点出土した。

、遺跡内ではあるが、遺構も検出されず、

遺物も隣地よりの流れ込みと判断し、工事

着工時の立会調査で対応した。

(3)06-4区 (第 15020～ 22図 )

a。 調査の概要

調査区は自然田遺跡の西部に位置 し、前

述の06■ 2区の北側に位置する。

調査は調査区内に2。 Om× 1.5m前後の ト

レンチを 8ヵ 所設定 し行つた。

第 1層耕作土を除く基本層序は各 トレン

チで若干異なるが、第 2層 明橙灰色粘質土、

第 3層灰茶色砂質土、第 4層灰茶黄色土、

4ト レンチ平面図・断面図

5ト レンチ平面図・断面図

一

 ヽ

8ト レンチ平面図・断面図

1耕作土
2明橙灰色粘質土
3灰茶色砂質土
4灰茶責色土
5地山 :灰茶黄色礫混土
6茶責色礫混土

第21図  自然田遺跡06-4区
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第 5層灰茶黄色礫混土の地山である。出土遺物から第 2層 は近世期、第 3・ 4層が中世期

の包含層である。遺物は1ト レンチから近世瓦、3ト レンチの第 2層から土師質土器、瓦

質土器、2ト レンチの第 4層から須恵器が、4～ 8ト レンチの第 2層から須恵器、土師質

土器、磁器、第 3層からサヌカイ ト、須恵器、土師質土器、須恵質土器、青磁(第 4層か

ら須恵器、土師質土器、瓦器、青磁、鉄釘が出土した。 1は須恵質土器で東播系の捏鉢、

2は青磁碗で第 3層から、 3は須恵器の不身、4は須恵器の壺ご 5γ 7は土師質土器で 5

06はいわゆる自土器の皿、 7は紀伊型土器の鍋、8は鉄釘で第4層から出土した。

遺構は4ト レンチと8ト レンチで土坑を各 1基、4ト レンチと5ト レンチでピットを各
‐

1基検出した。                                、

b。 遺構

一土坑 1-
4ト レンチの北西部の地山面で検出した。東西0.50m以上、南北0.30m、 深さ0。 14mを

測る。埋土は第
′
4層 と同じで、遺物は土師質土器のいわゆる白土器が出土した。中世期の

遺構であるも

一土坑2-
8ト レンチ北部の地山面で検出した。東西0.50m、 南北0.45m以上、深さ0.20mを測る。

埋土は第4層 と同じで、遺物は瓦器、土師質土器が出土したぎ 9は瓦器椀である。中世期

の遺構である。

一ピット1-
r4ト レンチ西部の地山面で検出した。直径0.30m、 深さ0。 14mを測り、埋土は第 4層 と

同じである。遺物は出土しなかったが、中世期の遺構と思われる。

一ピット2-               ｀

5ト レンチ中央部の地山面で検出した。直径0。
・
30m、 深さ0。 20mを測り、埋土は第 4層

と同じで、遺物は瓦器が出土した。中世期の遺構である。

以上のように遺構、遺物が確認されたため、届出者と協議のうえ、開発地内の道路予定

部分全体の調査を実施した。

71 て下亥
Ｑ
＝
Ｉｒ
＝
＝
ｕ

８

子

」

い J―
― 乙 0                      10cm

第22図 神光寺 (蓮池)遺跡06-10区 出土遺物
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１

１

第 5節 貝掛遺跡

(1)06-1区 (第 23～25図 )

a。 調査の概要

調査区は貝掛遺跡の南東部に位置する。

確認調査は調査区内に3.6m× 1.4mの 1ト

×1.4mの 3ト レンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第

山である。

遺構、遺物ともに検出されなかつた。

遺跡と思われるものは検出されなかつたが

第24図  貝掛遺跡06-1区 トレンチ位置図

レンチ、4:lm× 1.7mの 2ト レンチ、3.5m

3層青灰色砂混粘上、第4層黄茶灰色土の地

、工事着工時に立会調査を行つた。

/

/  22.00m

１

２

３

４

盛土

耕作土

青灰色砂混粘土
地山 :黄茶灰色土

_ヽ_f」丁
~~J

第25図 貝掛遺跡06-1区 1ト レンチ北側断面図

第23図  貝掛遺跡調査区位置図

一 H一



第 6節 箱作今池遺跡

(1)06-2区 (第 26～ 28図 )

a。 調査の概要

調査区は箱作今池遺跡の北部に位置する。

調査区内に4。 Om× 2._2mの 1ト レンチ、2.8m× 0.8mの 2ト レンチを設定し、調査を行

つた。        ^
基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層灰褐色砂質土、第 4層褐色粘質上、第 5

層マンガン混じりの黄色粘土の地山である。遺物は第 3層から瓦器、土師質土器、土師質

管状土錘が出土した。

遺構は検出されなかった。

調査の結果、包含層が構築物の影響を受けない深さにあるため、工事着工時に立会調査

を行うた。                              ′

15.00m

1

2
3
4
5

盛土

耕作土

灰褐色砂質土

褐色粘質土
地山 :黄色粘土 (マ ンガン混)

第28図 箱作今池遺跡06-2区 1ト レンチ西側断面図
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第 7節 下出範囲外

(1)06-1区 (第 29～ 31図 )

a。 調査の概要

調査区は下出遺跡の南側に隣接する。当

該地は周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲外で

あるが、宅地造成事業に伴う、阪南市開発

指導要綱に基づき埋蔵文化財の確認のため

試掘調査を実施した。

調査区内に3.Om× 1.2mの 1ト レンチ、

2.7m× 1.45mの 2ト レンチを設定し、調

査を行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、

第 3層茶灰色砂質土、第4層暗灰茶色土、

第 5層 明灰黄色粘土の地山

である。

遺構は検出されず、遺物

は第 3層から肥前系磁器碗

が 1点出土した、今回の調

査では近世期の包含層を確

認したのみである。

調査の結果、遺跡とみな

さなかつたが、工事着工時

に立会調査を行つたё

第29図  下出範囲外調査区位置図

＝

川

訃

＋

―

0             10m

:]::曇曇菫色粘::::三三三三1::::::==lm
第31図  下出範囲外06-1区 2ト レンチ東側断面図
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第30図  下出範囲外06-1区 トレンチ
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第 8節 箱の浦範囲外

(1) 0671区 (第32～ 33図 )

a。 調査の概要

調査区は箱の浦団地の北東側の丘陵上に

位置する。箱の浦団地は阪南市の西端部に

位置し、海岸線に迫る丘陵部を造成して営

まれている。当該地は周知の埋蔵文化財包

蔵地の範囲外であるが、宅地造成事業に伴

う、阪南市開発指導要綱に基づき埋蔵文化

財の確認のため試掘調査を実施した。事業

予定地は既に重機による樹木伐採が行われ、

各所において地山が露出した状態であった。

したがつて、調査は表土の削平を受けてい

ないわずかな平坦部を対象に、3ヶ 所の ト 第32図 箱の浦範囲外調査区位置図

第33図  箱の浦範囲外06-1区 トレンチ位置図
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レンチを設定 し実施 したし

1ト レンチは丘陵部の最高所にあた り、標高は約32.2mを測る。3.Om× 1.5mの トレン

チを設定 した。調査面積は4.5Jである。厚 さ約0.2mの表上下で淡赤茶灰色粘土の地山を

検出した。地山面で遺構の確認につ とめたが、遺構、遺物 ともに認められなかつた。

2ト レンチは 1ト レンチの西側約35m、 標高約 30。 3mの平坦部に設定 した。 トレンチの

規模は2.Om× 1.omで、調査面積は2.0」である。厚 さ約 0。 05～ 0。 10mの表土を剥いだら

す ぐに淡黄灰茶色粘上の地山であつた。地山面で遺構の確認を行なったが、遺構、遺物 と

もに認められなかった。

3ト レンチは 1ト レンチの北約55mの地点に設定 した。 トレンチの規模は2.Om× 1.5m

で、調査面積は3.Odである。
・
厚 さ約0.3mの表土下はす ぐに淡青灰色粘上の地山である。

地山面で遺構の確認を行なったが、遺構、遺物 ともに認められなかつた。

また、事業予定地を踏査 して遺構や遺物の確認につ と_め たが、遺構、遺物 ともに認めら

れなかつた。以上の結果、遺跡 とみなされなかつたので、調査を終了 した。
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な
名

が
跡遺

り
収

ふ
所

ふ りがな

所 在 地

コー ド Jヒ   糸葦 東 経
調査期間

調査面積 査

因

調

原市町村番号
跡
号

遺
番

お ざ き し み ず

尾 崎 清 水
はんなんしおざきちょう

阪南市尾崎町 27232 68 34 21 54 20060803ち 04 8。 90 分譲住宅
く ろ だ み な み

黒  田  南
はんなんしくろだ

阪南市黒 田 27232 34 21 07 20060406007 10.0 貸事務所
け

＞一動Ｅ諷」概
はんなんしいしだ

阪南市石 田 27232 20 34 20 45 20061121-13 7.87 分譲住宅
じ ね ん だ

自 然 田

はんなんじじねんだ

阪南市 自然 田 27232 34 20 40 2006040400406 6.05 分譲住宅

同 上 同 上 27232 34 20 43 20060406・ 07 17.80 分譲住宅

同 上 同 上 27232 34 20 43 20060626 27.20 分譲住宅
か    い    か    け

貝 掛

はんなんしかいかけ

阪南市貝掛 27232 19 34 20 39 20060413014 16.90 電話通信

り
作

つは
箱

はんなんしはこつくり

阪南市箱作 27232 26 34 20 33 20060707-10 11.04 福祉施設
しも い で は ん い が い

下 出 範 囲 外
はんなんししもいで

阪南市下出 27232 34 21 33 20061117 7.51 宅地造成
は この うらはんいがい

箱 の浦範 囲外
はんなんしはこのうら

阪南市箱 の浦 27232 34 20 11 20060629・ 30 9。 50 宅地造成

所 収 遺 跡 名 種 男J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

尾 崎 清 水 散布地 中世期 土坑、ピット サヌカイ ト、須恵器、土師質土器、瓦器、瓦

黒  田  南 同 上 中世～近世期 溝 サヌカイ ト、瓦器、瓦質土器、土師質蛸壺

神光寺 (蓮 池 ) 同 上 中世～近世期 鋤溝 土師質土器、瓦器、瓦質土器、磁器、瓦

自 然  田 同 上 近世期 溝
サヌカイ ト、チャニ ト、須恵器、土師質
土器、陶器、磁器、瓦

同 上 同 上 須恵器、土師質土器、瓦器

同 上 同 上 中世期 土坑、ピット
サヌカイ ト、須恵器、土師質土器、瓦器、

青磁、鉄釘

貝 掛 同 上

箱 作 同 上 土師質土器、瓦器、土師質管状王錘

下 出 範 囲 外 磁 器

箱の浦範囲外
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図

版

１

尾崎清水遺跡06-2区

1ト レンチ全景 (南より)

尾崎清水遺跡06-2区

2ト レンチ全景 (南より)

尾崎清水遺跡06-2区

3ト レンチ全景 (西より)

ぶ■ t等
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図

版

２

黒田南遺跡06-1区

トレンチ全景 (東より)

神光寺 (蓮池)遺跡06-10区

2ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (蓮池)遺跡0610区
3ト レンチ全景 (南より)
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版

３

神光寺 (蓮池)遺跡06-10区

4ト レンチ全景 (西より)

自然田遺跡06-1区

トレンチ全景 (東より)

自然田遺跡06-1区

2ト レンチ全景 (東より)



図
版

４

す」
“́　一“

Ｆ
一
／

一　一一一

自然田遺跡06-1区

トレンチ全景 (東より)

自然田遺跡06-1区

トレンチ全景 (東より)

自然田遺跡06-2区

トレンチ全景 (東より)
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版

５

自然田遺跡06-2区

2ト レンチ全景 (北より)

自然田遺跡06-2区

3ト レンチ全景 (北より)

自然田遺跡06-2区

4ト レンチ全景 (北より)
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版

６

自然田遺跡06-2区

5ト レンチ全景 (南より)

自然田遺跡06-2区

トレンチ全景 (南より)

自然田遺跡06-4区

トレンチ全景 (南 よ り)
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版

７

自然田遺跡06-4区

トレンチ全景 (北より)

自然田遺跡06-4区

トレンチ全景 (南より)

自然田遺跡06-4区

トレンチ全景 (北より)
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図
版

８

自然田遺跡06-4区
4ト レンチピット1東側断面

自然田遺跡06-4区

5ト レンチ全景 (西より)

自然田遺跡06-4区

6ト レンチ全景 (北より)
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版

９

自然田遺跡06-4区

トレンチ全景 (南より)

自然田遺跡06-4区

トレンチ全景 (東より)

貝掛遺跡06-1区

トレンチ全景 (東より)

即
lし、1.lr'1■二t



図

版
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貝掛遺跡06-1区

トレンチ全景 (北より)

貝掛遺跡06-1区

トレンチ全景 (北より)

箱作今池遺跡062区
1ト レンチ全景 (南より)
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図

版

11

箱作今池遺跡06-2区

2ト レンチ全景 (東より)

下出範囲外06-1区

トレンチ全景 (西より)

下出範囲外06-1区

トレンチ全景 (南より)
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図
版

１２

箱の浦範囲外06・1区

1ト レンチ全景 (東より)

箱の浦範囲外06-1区

2ド レンチ全景 (南より)

箱の浦範囲外06-1区

3ト レンチ全景 (南より)
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３

尾崎清水遺跡062区 出土遺物

尾崎清水遺跡062区  出土遺物 黒田南遺跡061区  出土遺物

1lll薔
1

神光寺 (蓮池)神光寺 (蓮池)遺跡0610区  出土遺物 遺跡0610区  出土遺物
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阪

１

自然田遺跡064区  出土遺物

自然田遺跡064区 出土遺物

自然田遺跡064区 出土遺物

自然田遺跡064区 出土遺物

自然田遺跡064区  出土遺物
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